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【平成 30年度東京都地域医療構想調整会議】 

『会議録』 

〔八王子分科会〕 

                    平成３１年３月６日 開催  

                                   

１．開 会  

○千葉課長：それでは、ただいまより「東京都地域医療調整会議八王子分科会」

を開催させていただきます。本日は、急な会議の開催にもかかわらず、また、

お忙しい中ご参加いただきまして、まことにありがとうございます。 

 議事に入りますまでの間、私、東京都福祉保健局医療政策部計画推進担当課

長の千葉が進行を務めさせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 まず、本日の配付資料の確認をさせていただきます。資料につきましては、

机上にお配りさせていただいております。上のほうは会議次第になっておりま

すが、下のほうに四角で囲ったところに配布資料の一覧を記載しております。 

 資料１から資料４までと、参考資料１ということになっております。不足等

がございましたら、お気づきのたびに、お手数ではございますが、事務局まで

お申し出をお願いいたします。 

 後ほど､質疑や意見交換のお時間等がございますが、ご発言の際には、記録

の関係もございますので、申しわけございませんが、事務局よりマイクをお受

け取りになったあと、ご所属とお名前からお願いできればと思います。ご協力

をどうぞよろしくお願いいたします。 

 それでは、まず最初に、事務局より３点ほど申し上げさせていただきます。 

 １点目は、本日の分科会についてでございます。 

 昨年１１月２０日に実施いたしました南多摩地域の地域医療構想調整会議

におきまして、当地域の病床配分申請について、各申請者の皆さまからご説明

を受け、意見交換を行わせていただきました。 
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 その際に、「八王子市医師会との事前調整が不十分である」との意見がござ

いました。 

 その後、東京都を交えまして、関係者間の調整を行った結果、今回の南多摩

地域の調整会議八王子分科会を開催し、改めて意見交換を行うこととなりまし

て、本日に至ったものでございます。 

 ２点目は、本日の座長についてでございます。 

 本分科会は、南多摩地域の調整会議の分科会ということもありますので、同

調整会議の座長をお願いしております、多摩医師会の田村先生に、本日の座長

をお願いしたいと考えております。田村先生、どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

 ３点目は、いつものご連絡ですが、会議の公開についてでございます。 

 本日の分科会でございますが、調整会議と同様、会議、会議録及び会議に係

る資料については公開とさせていただいておりますので、ご了承をよろしくお

願いいたします。 

 それでは、これ以降の進行を座長にお願いしたいと思います。田村先生、ど

うぞよろしくお願いいたします。 

 

  

２．病床配分申請について協議 

 

○田村座長：それでは、早速、「病床配分申請について」の協議に入りたいと

思います。 

 本日の流れとしましては、東京都より改めて申請の状況、１１月の調整会議

で出た意見について説明を受けたいと思います。 

 次に、申請者に説明をいただいたあと、全体で意見交換を行います。 

 最後に、分科会としての意見をまとめたいと思っております。 

 それでは、まず、東京都から説明をお願いいたします。 
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○西塚課長：それでは、資料２によりまして、本日の協議事項でございます「南

多摩保健医療圏の病床配分の申請状況」について、まず事務局より簡単におさ

らいをさせていただきます。 

 前回、１１月２０日に説明したとおりでございますが、１３の申請者から病

床配分の申請がございます。南多摩全体で基準病床より、現在８１６床不足し

ているところ、表の一番下をご覧いただきますが、申請の合計は、現時点で７

１１床ということで、申請が不足を下回っているという状況でございます。 

 それでは、この１３の申請のうち７件が八王子市の医療機関でございますの

で、簡単にご説明いたします。 

 １番、医療法人財団興和会が運営する右田病院です。一般３６床を拡張いた

しまして、地域包括ケアとして、回復期として利用したいというご計画です。 

 ２番、医療法人社団葵会が運営する南八王子病院です。前回から計画の変更

がございました。計画では、八王子市内で平成３２年４月、移転、開設を予定

し、現在、７６床ある病床に、新たに療養７４床を拡張し、合計１５０床の病

院として開設したいというものでございます。 

 全て慢性期として利用いたします。前回から計画の変更があった点でござい

ますが、病床の規模を、前回、療養１２４床拡張するとしていたところ、５０

床削減し、７４床に減らすという変更でございます。 

 これによりまして、トータルの病床数が慢性期２００床ということだったの

ですが、慢性期１５０床に減らしたいというご計画の変更がございました。 

 理由をお聞きしておりますが、開設者によりますと、前回、本調整会議にお

いて、慢性期病床の地域の需要についてご意見があったということで、そのご

意見を踏まえ、病床を今回減らすことにしたということです。 

 併せて、整備計画についても、建物が完成した後も、八王子市や八王子市医

師会等の関係機関と連携して、需要に応じて稼動していきたいというお考えも

示されております。 

 また、人材確保計画についても、看護師の採用人数を大幅に絞り、グループ

内で職員を確保する方針に変更したという変更点がございました。 

 詳細は、後ほど、開設者様から説明を直接お聞きください。  
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 なお、南八王子病院の計画変更によりまして、先ほど申し上げました全体の

病床申請数も、１１月時点で７６１床だったところ、５０減りまして、７１１

床となっております。 

 続いて、３番、医療法人社団永生会が運営する永生病院です。一般２２、療

養１８０の、併せて２０２床を増床するもので、急性期１４、慢性期１８８床

に利用するということです。 

 ４番、医療法人社団小松会が運営する聖パウロ病院です。精神科病床を一旦

返還して、療養５４床を拡張し、慢性期に使用するというご計画です。 

 ５番、医療法人社団清智会が運営する清智会記念病院です。一般２２床を回

復期に使用するというご計画です。 

 ６番、医療法人社団充会が運営する（仮称）上川病院です。こちらは、既に、

２９年６月に、八王子市から日野市に、上川病院が一旦移転した、この跡地を

再利用して、新たに、療養７８床の病院を新設したいというご計画です。 

 飛びまして、１９床以下として、１１番、医療法人社団永康会が開設する、

（仮称）西八王子腎クリニックです。療養１９床全てを慢性期として使用して、

透析を主とした療養型有床診療所として整備するということでございます。 

 資料２の説明は以上です。 

 

○千葉課長：続きまして、私のほうから、資料３のご説明をさせていただきた

いと思います。 

 「南多摩調整会議・病床配分に関する意見（平成３０年１１月２０日）」と

いうことで、先ほど申し上げましたとおり、１１月２０日の調整会議において

出されました意見を、ポイントを絞ってまとめさせていただいた資料でござい

ます。  

 大きく２つに分けておりまして、上のほうは、「病床配分の仕組み等に関す

る主な意見」で、下のほうは、「個別の医療機関等に関する主な意見」となっ

ております。 

 まず、上の「病床配分に関する主な意見」をご説明させていただきます。 

 ご意見といたしましては、「圏域内で区市町村別の優先配分を求める意見」

がございました。 
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 また、「高度急性期、急性期、慢性期、回復期の４つの機能別の病床配分を

求める意見」もございました。 

 次に、「申請者に地元自治体への事前の情報提供や調整を求めるご意見」も

ございました。  

 それから、「大きな病床配分が見込まれる地域においては、１度に病床配分

をするのではなく、段階的に行うべきであるというご意見」もございました。 

 最後に、「８００床近くの病床配分による地域への影響を懸念するご意見」

もございました。こちらは、さらに３点ほどまとめさせていただいております。 

 「地域のことをよく知らない事業者の算入により、既にある地域連携が崩れ

る」ということを懸念するご意見がありました。 

 それから、「新しく開く病院または既存の病院の病床が埋まらずに、病院経

営が破綻する」ということを懸念するご意見がありました。 

 さらに、「既存の医療機関の看護師確保への影響」があるという懸念のご意

見がございました。 

 次に、下のほうの、「個別の医療機関等に関する主な意見」を、３つにまと

めさせていただいております。 

 １つ目は、南八王子病院に対してでございます。 

 「八王子市医師会との事前調整がされていないことを指摘する意見」がござ

いました。 

 また、「大幅な病床増（２６３％）による、看護師等地域のコメディカルの

需給逼迫を懸念する意見」がございました。 

 ２つ目は、（仮称）横浜町田整形外科病院に対してでございます。 

 「夜間休日の対応、合併症が起きたときの対応への整理を求める意見」が出

されております。 

 ３つ目は、（仮称）稲城回復期リハビリテーション病院に対してでございま

す。 

 「既存の回復期リハビリテーション病院との分業・連携を望む意見」がござ

いました。 

 簡単ではございますが、資料２と資料３をもちまして、東京都からの説明は

以上でございます。 
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○田村座長：ありがとうございました。 

 これまでのところで、ご質問等を受けたいと思いますが、このあと、申請変

更がありました南八王子病院さんからのご説明もございますので、その件につ

きましては、説明を聞いてからということでもよろしいかと思いますが、今の

説明全体に関することで、何かご質問などございますでしょうか。 

 よろしいでしょうか。 

 それでは、今回、申請内容に変更がございました南八王子病院さんから、改

めてその申請内容と変更につきまして、簡潔にご説明いただければと思います

ので、よろしくお願いします。 

 

○新（南八王子病院）：南八王子病院の新と申します。 

 お時間をいただきまして、私どものお願いをさせていただくことにいたしま

す。 

 「整備区分」といたしましては、「移転・増床」ということでお願いを出さ

せていただきました。 

 現在利用しております建物の老朽化が大変進みまして、昨年の夏も大変トラ

ブルが続きまして、患者さまの安全を図るのに苦慮したという経過がございま

す。 

 そういう中で、こちらの八王子駅の北側の土地の取得を、法人ができたとい

うお話を伺って、そこに移転をさせていただけるというお話をいただきました。 

 そこで、法人のほうと計画をさせていただきまして、前回の申請を出させて

いただいたわけでございますが、医師会の先生方からいろいろなご意見をいた

だきまして、今回、修正をさせていただいたということでございます。 

 １つは、当初は１２０を上乗せしたいという希望を出させていただきました

が、現実的にはいろいろ問題が多いのではないかというご指摘をいただきまし

た。 

 そこで、５０マイナスさせていただきまして、建物のほうも、そういうこと

にさせていただければ、多少ゆとりを持って、順次開設をさせていただくこと
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も可能になるということで、私どももそのようにさせていただければありがた

いというふうに考えております。 

 そして、先ほどもご指摘がございましたように、雇用計画については、この

資料４に記載させていただいておりますとおり、２０１９年中に、現在の状況

では、１２名の看護師、看護助手４名、薬剤師１名を雇用させていただきたい。

そして、２０２０年３月までに、さらに６名の看護師を募集したいと考えてお

ります。 

 それは、一般に、現地採用ということを中心とするのではなくて、地元の先

生方にご迷惑をおかけしないように、当法人内の大学の看護学部を初めとして、

看護専門学校もございますので、そこからの卒業生を採用させていただきたい

ということと、そしてまた、法人のＥＰＡ看護師の採用も、積極的に行うとい

う計画でございます。 

 そして、今後、開設にあたりましては、医師会の先生方のご指導を受けなが

ら、いろいろ勉強させていただきたいと考えております。 

 そういうわけで、想定する病床の増加は、７４床の増加ということで、現在

の７６床を併せて、トータルで１５０ということでお願いをさせていただきた

いということでございます。 

 そして、資料４の「病床稼働率」は９２．９３％となっておりますが、これ

は、１１月２０日現在の稼働率でございました。現在は９８．８６％で、７６

床中７５床でここのところ入院していただいております。 

 以上でございますので、よろしくご審議をいただければと思います。 

 

○田村座長：ありがとうございました。 

 ただいま、南八王子病院からのご説明がありました。 

 それでは、意見交換に移りたいと思います。この意見交換の最後に、調整会

議八王子分科会としての意見をとりまとめたいと思っております。 

 それでは、ただいまのご説明を踏まえまして、ご質問、ご意見などございま

したらお願いいたします。 
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 とりわけ、この南八王子病院さんの新規増床に伴って、いろいろ影響のある

八王子の病院の先生方から忌憚ないご意見が伺えるとありがたいと思います

が、いかがでしょうか。 

 

○横山（清智会病院）：清智会病院の横山です。 

 会を活発化するために、ちょっと私見を述べさせていただきます。 

 八王子は、長い伝統がございまして、この２０年ぐらいの間は、２大学の塀

が非常に低いという中で、私ども３５の、八王子市の病院が非常に仲良くやっ

ているというような環境が、２０年は続いているというような思いでございま

す。 

 そういう中で、ぜひ仲良く、この和を乱さないようにお願いしたいと思いま

すし、南八王子病院さまにおかれましても、その辺は十分に理解を賜って、仲

良くやっていける連携に入れるのかどうか、また、入るにはどう考えていかな

ければいけないのかというようなところも、少しご検討いただきたいと思いま

す。 

 あしたも、八王子市医師会の会長のご配慮のもと、八王子市医師会所属の全

病院がお集まりいただくということがございます。１０年ぐらいございますが、

出席者数は６８％ぐらいで推移しているというような歴史がございます。 

 そういう中で、３５の病院がございますので、本当にその気はなくても、や

はり、お互いに従業員の方たちの多職種連携の和が乱れるのではないかという

ことで、その辺のご配慮も非常にいただかないと、本当にまずい結果になるの

ではないかと思っております。 

 また、一方におきましては、もう２０年ぐらいになると思いますが、国の施

策として、２００床の減少という施策があったように覚えております。 

 そういう中で、今度は８００というような増床、また、他方におきましては、

労働者不足ですとかいうような現状の中で、どのように私どもの既存の病院が

生き残っていけるというのでしょうか。 

 それは、何が一番困るかというと、患者さんが困るのですね。１つの病院が

なくなるということは、非常に長い間の患者さんの流れがあって、各病院にお

いて、その資料というものが、法律的には、最終受診日から５年間は保管しろ
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という形で、当院におきましても、本当に１０畳ぐらいの部屋にカルテがいっ

ぱい詰まっております。まだ電子化で整理をしきれていないのですが、そうい

うような現状がございます。 

 ですので、例えば、私どもが潰れるようなことがございますと、非常に多く

の患者さんの資料が散ってしまうというようなこともあります。 

 そういうような形の中で、本当に３５の八王子の病院に新しくご参入いただ

くのであれば、それなりの、何と言うのでしょうか、「人の道」と言うのでし

ょうか、そういうものをしっかりと葵会も、法人として対応いただいた上で、

医師会にお入りいただければありがたいと思っております。 

 以上が、ちょっとした私の思いでございます。 

 

○田村座長：ありがとうございました。 

 ほかにいかがでしょうか。どうぞ。 

 

○孫田（八王子市医師会）：八王子市医師会の孫田です。 

 葵会の方々にお伺いしたいこともあるんですが、今回の一件で、地域医療を

協力してやっていきたい、なおかつ、医師会にも入るということだったんです

が、これは、新（ｱﾀﾗｼ）先生が院長としてお見えになって、若干の変化がある

かもわかりません。  

 ただ、今まで、医師会と南八王子病院は全くコンタクトがなかったです。こ

の数年間は、地域医療を考えなかったのか、あるいは、医師会の一員としてチ

ームを組んでやっていこうという意思がなかったのか、という点が１点です。 

 それから、院長が新先生に代わられて、院長の権限というのは、葵会の中で

はどのぐらいあるのか。もし可能であればお聞かせいただきたいと思います。 

 

○田村座長：ありがとうございました。 

 孫田先生からのご指摘、あるいは、葵会さんからの見解を求めたいというこ

とがございましたが、私のほうからも、問題点はいくつかあると思いますので、

できれば整理してお答えいただけるとありがたいと思います。 
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 真っ先に出てきましたのが、八王子の既に活動、活躍している医療機関との

協調関係、協力関係をどのように築いていくのかということです。医師会に入

会したいというご意思を伺っておりますが、さらに踏み込んで、どういった形

で協力関係を進めていくおつもりかということを、なるべく具体的に聞かせて

いただけるとありがたいと思います。 

 それと、実際にどういう形でこの八王子という地区で、南八王子病院さんの

存在を活かして、この地域のために貢献しようというふうにお考えなのか。  

 それは、この地域の病床の過不足の認識、あるいは、病床の機能の認識、ベ

ッドが十分足りているのかいないのかということと、それとは別に、「このベ

ッドはたくさんあるけれども、この機能を果たす病院がないので、そこのとこ

ろを担う」というような形で、積極的な形で、具体的にこの八王子という地域

の中で、どういった役割を果たしていこうというふうにお考えなのかというこ

と。 

 それから、もう一つは、先ほどの新先生のご説明の中にもありましたが、病

院で働くスタッフが、資格職以外の職も含めて、今非常に不足しています。 

 葵会さんが病院を開設するときに、そのスタッフの募集によって、地域の病

院が非常に影響を受けるのではないかという、かなり深刻な危惧を抱いている

ようにも聞いております。 

 新先生のご説明の中で、そういったことを避けるために最大限の配慮をする

というお話もあったかと思いますが、それに対して、さらにご説明があると、

話が前に進むかなというふうな気がいたします。 

 私のほうで、質問内容を少し膨らませてしまいましたが、順次お答えをいた

だけると、話が非常に前に進むかと思いますので、ぜひよろしくお願いいたし

ます。 

 

○新（ｱﾀﾗｼ）（南八王子病院）：孫田先生からいただきました２つのご質問の中

で、最初のほうの質問は、私のほうからお答えすることができると思いますが、

２つ目のほうは、法人の方がいらしていますので、そちらにお願いしたいと思

います。 
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 当院に赴任する以前、数年間あったんだと思いますが、その時代に病院をお

預かりしていた方が、「医師会には行きたくない」というご意見をお持ちであ

ったように思います。 

 そういうことで、病院が隔離するような立ち振る舞いをわざとしたというこ

とではなくて、何も積極的にアプローチしなかったし、医師会にお願いして入

会させていただくという努力もしなかったというのが、私が感じたところでご

ざいます。 

 そこで、私、こちらに寄せていただきまして、そういうことではなかなかや

っていけないだろうから、ぜひ医師会の先生方のお顔を見ながら、いろいろ教

えていただきながら、当地での医療を担いたいと思っております。 

 そして、担うといいましても、何でもかんでもうちで吸引してしまうごとく、

患者集めをするのではなくて、現在、私どものスタッフが比較的得意としてお

る呼吸器の管理ということを中心にやらせていただければ、大変ありがたいと

思っております。 

 私、こちらに参りましてから、いくつかの急性期の施設を訪問させていただ

きまして、状況を伺いますと、「一般の慢性期のベッドでは取っていただけな

いような方を、おたくは取っていただいているようなので」ということでした

ので、「今後ともよろしくお願いします」というご挨拶をさせていただいた経

緯がございます。 

 そういう意味で、これからどのぐらいのニーズがあるかということを、私ど

もは試算をして、綿密な計画を立てたわけではないと思うのですが、そういっ

たところの、なかなか行き場がすぐ決まらない患者さまをお預かりさせていた

だくということができれば、多少は貢献させていただくことができるのではな

いかと考えている次第でございます。 

 それから、やはり、求人のことに関しましては、規模が小さくなれば、当然、

その数も減るわけでございます。そして、その募集の仕方ですが、可能な限り、

「ぜひ来たい」という方をお断りすることもできないのですが、こちらから積

極的に近隣の、八王子市内の在住の方を掘り起こしたりといったことはしない

ようにということで、これは、現場で十分できることだと思っております。 
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 また、ホームページ等に載っている求人の企画は、法人全体の求人欄に直結

しておりますので、私どものところで、必ずしもそれを利用しているというわ

けではございません。 

 もちろん、全くゼロにできるかというと、そこのところにつきましては、状

況いかんになるかと思いますが、決して引き抜きをするというようなつもりで

はございませんので、その点はぜひご了承いただければ大変ありがたいと思い

ます。 

 地元の先生方と隔絶してやろうということを考えて、やっていたのではない

と、私も考えておりますし、私はそういうつもりは全くございませんので、よ

ろしくお願いいたします。 

 では、院長の権限について、法人のほうからお答えさせていただきます。 

 

○小宮（南八王子病院）：葵会東京本部企画部長の小宮と申します。 

 孫田先生からご質問のありました院長の権限につきましてですが、うちの法

人におきましては、各地方、その土地でいろいろ状況が違うものですから、地

域の方針で運営に携わる全てのものにつきましては、基本的に院長先生の責任

のもと、院長先生の指導で行っていただいております。 

 法人としての大きな部分はありますが、各病院ごとの運営方針と実際の連携

を含めた動きというものにつきましては、院長先生に全権を委託している形で

ございます。 

 

○田村座長：それと、先ほど、私がちょっと聞きたかったことは、この地域に

病床の過不足がどのぐらいあるのか。南多摩地域全体に関しては、東京都の試

算によって、今回、「８１６認めましょう」ということですが、それは、さま

ざまな計算方法で、「この地域にはそれだけのベッドが必要だ」ということで、

出てきた数字かとは思います。 

 ただ、南多摩地域は非常にいろいろなセグメントに分かれておりまして、八

王子、町田、日野、多摩、稲城といったところで、それぞれの事情があること

も、実際に病院を開設されていると、お気づきになっているのではないか思い

ます。  
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 その中で、八王子に関して言えば、ベッドが非常にたくさんあって、それぞ

れの病院がベッドが埋まらなくて、非常に苦労しているというような話を、断

片的ではございますが、聞くこともございます。 

 それから、機能の面で、新先生のお話の中で、例えば、呼吸器疾患というお

話がありましたが、これは、人工呼吸器に乗っているということなのか、そう

いった患者さんを積極的に受けることで、地域の中の需要に貢献しているとい

うようなご説明がございました。 

 そういった部分で、もう少し、南八王子病院さんがこの地域の中で、「こう

いった部分ではプラスに貢献できる」ということをお話しいただけるとありが

たいと思いますが、いかがでしょうか。 

 

○渡邉（南八王子病院）：南八王子病院の統括部長の渡邉と申します。よろし

くお願いいたします。 

 現在、南八王子病院は、その地域の中で、療養病床がたくさんあるというこ

とも存じ上げております。その中で、当初、７６床をどう特化していくかとい

うところでは、皆さまの地域には迷惑をかけないようにということで、呼吸器

というところを、そこは、アクセスの問題から考えても、７６床でしたら、都

心からもそういう呼吸器の患者さまの受け入れということで、かなり連絡を頂

戴していたものですから。 

 ですので、当初から呼吸器をやっていたわけではなく、通常どおり、受け入

れ困難な患者さまに対して受け入れを徐々に進めて、今の病床数が埋まってい

たということでございます。 

 ですので、今後に関しても、できましたら、例えば、呼吸器をつけながら、

地域に戻れるような仕組みとか、また、地域でそういう医療度の高い患者さま

に、何かがあったときに、夜間帯でもちょっと入院できるような仕組みという

ことを、医師会さま、ほかの自治体さまと協議をしながら、段階的にお入れし

ていこうかなというふうな考え方です。 

 ですので、私が、法人の理事長のほうにも、当院のことでは連携が取れてな

かったものですから、そのことを十分ご説明させていただいて、理事長も、患
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者さまのためにどうしていくべきかということも、それをまず考えて、今回、

病床数をちょっと減らさせていただいたということです。 

 この先も、例えば、今は呼吸器をしていますが、呼吸器をしながら在宅に戻

したり、また、在宅の患者さんが一時的にでも当院に安全に入院していただい

たり、そういうレスポンスというのでしょうか、そういうのを繰り返しながら、

またそこで、どうしてもそこにまつわる処置が必要になった場合、例えば、透

析とか、呼吸器だけではなく、何かの処置が必要になったときも安全に受け入

れられるような状況をつくっていきたいと思っております。 

 

○田村座長：私は理解をしたつもりですが、１点、どうしても誤解があるとい

うのでしょうか、まず、病床を確保してから、その使い方を考えるというふう

な考え方になっていないかということです。 

 やっぱり、必要だから病床を増やす。そのことについて地域の中でコンセン

サスが得られると、葵会さんは経営体力もある医療法人というふうに思います

ので、そういったところで貢献してくださると、実際に医師会に加入されて、

コミュニケーションが取られ始めていけば、地域の中で頼もしい仲間の病院と

いうふうな認識が得られるかと思います。 

 ただ、７０床以上のベッドを増床して、その７０床をどう使うのか。先ほど

のお話の後段にございました、在宅医療をバックアップするとかいったことを、

スムーズにやっていくというのは、どの病院も必死で取り組んでいる事柄だと

思いますので、これは、特徴というよりも、前提というふうに考えなければい

けないかと思うんです。 

 その辺について、少し説得力のあるご説明があると、膠着した感じが変わる

かなと思った次第です。 

 それでは、当事者の病院の先生方、あるいは、実際に病院を経営していると

ころ以外の方々、保険者とか他の診療科の方々もいらっしゃるかと思いますの

で、その辺を含めて議論が深まればと思いますが、いかがでしょうか。どうぞ。 

 

○堀米（三愛病院）：三愛病院の堀米と申します。八王子の慢性期医療の地域

包括のほうを担当しております。 
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 私のところの病院は、介護療養型の病院で、病床稼働率が９７％行くか行か

ないか。一時はもっと悪いような数字でした。 

 ほかの病院の意見を聞きましても、介護療養病床については満床にならない

というふうな感じで、我々の肌感覚としては、慢性期の病床が足りないという

感覚はほとんどなくて、むしろ、患者さんを集めるのに必死になっているとい

う状況なんです。 

 そういうところへもってきて、最初に２００床というのは、「え？！」とい

うような数字が出てきて、その辺が一つのきっかけになったことはなったんで

す。 

 もう一つは、葵会の本部のほうにも関係することだろうと思うんですが、新

聞ダネにもなるような、葵会そのものの内部体質に関係しているのじゃないか

と思うような記事が、いくつか見られます。 

 その辺の、葵会としての経営姿勢というか、そういうものに、我々としては

非常に疑問を持つところがあるんです。 

 それが、我々が「ちょっと待てよ」と言ったことになっている大きな原因に

もなっているわけです。 

 もう１つ、先ほど、新先生が言われましたように、看護師の募集をできるだ

け自分のところでやりたいということですが、今も、こうしてネットを開くと、

「南八王子病院、看護師大募集」の記事が大々的に出ています。そして、いろ

いろな条件を示しながら、既に募集を始めているというのが現状なんです。 

 当然、我々のところにいる看護師さんたちよりも条件をよくして、聞く話に

よると、「源泉徴収票を持ってきてください」というような言い方をして、「そ

れ以上の給与を出すから」というふうな、生々しい話も伝わってきています。 

 そういう意味で、まず、法人の姿勢をどういうふうにしていくのか。それか

ら、今言ったような看護師の募集について、もっと別の考え方があるのかどう

か。それから、田村先生が言われたように、病床数の不足感がないということ

に対する考え方をお伺いしたいと思います。 

 また、先ほど説明された、困ったときに受け入れをしているというお話は、

大変嬉しい話で、確かに、「我々のところではもうどうにもならない。うちで

はとても取れない」というような患者さんがいますので、そういう患者さんを
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受けてくれるという考え方に対しては、大変嬉しいなと思いますが、根本的な

ところの解決策を示していただきたいと思います。 

 

○田村座長：今のご意見に対していかがでしょうか。どうぞ。 

 

○小宮（南八王子病院）：ありがとうございます。 

 いろいろな記事で葵会の名前が出てということですが、法人の姿勢としては、

その地域、地域の医療、福祉も含めて、そういったところに貢献する、「患者

さん第一」という考え方でやっております。 

 記事は皆さん、ご承知だと思いますが、川崎の医療ツーリズムだとかいうこ

とを言っておられるのじゃないかと思っています。 

 ただ、あれに関しましても、これから国際的な部分になっていくということ

で、ああいう提案をしたんですが、法整備とかの関係がいろいろございまして、

今回は時期尚早ということで、一度引かせていただくような形になりました。 

 お騒がせしたことは、まことに申しわけないと思っておりますが、そういう

意見を出したからこそ、そういったいろいろな意見を頂戴することになったと

いうこともございます。 

 医療ツーリズムにつきましては、国のほうとしても、これから進めていくと

いう形での方針もあったものですから、そういう形で計画を提示したというよ

うな形でございました。 

 ですから、基本的に、法人の姿勢という形としては、その地域、地域の人た

ちが健康で幸せに暮らせるようにということが、うちのモットーで、それに基

づいて、各地域の状況に合わせた医療を進めていくというのが姿勢でございま

す。 

 特に、今まで、こういった形で八王子市におきましては、医師会さんや病院

協会さんとの連携が取れてなかったことは、まことに申しわけございませんで

した。今後は、そういったご指導のもと、ご意見をいろいろ拝聴しながら、協

調、連携というものを進めてまいりたいと考えております。 

 

○渡邉（南八王子病院）：堀米先生、ご質問ありがとうございます。 
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 病院を預かっている私としましては、緊急時の夜間の診療に関しても、無防

備ではよろしくないので、療養病床においても、やはり、それなりの当直の医

師の補充、そして、いつでも受け入れられるような、看護師の待機。 

 当院の従業員は、全て地方から、または、違う地域から従業員を集めて、こ

ちらの八王子市のほうにみんな住まいを持たせて、寮も設けていません。 

 それは、やはり、地域のことを職員も知っていくために、住まいも全てこち

らに移していただきたいということもありまして、そういうスタッフが結構指

導していますので、その方たちの次の移転先の病院に関しては、当直体制、待

機体制というのを、確実にしていきたいと思っております。 

 また、現在も、７６床の病床で、呼吸器ということが、どうも医療度的に最

先端を行ってしまうのですが、本当の南八王子病院の基本的な姿というのは、

意識があろうとなかろうと、第一線の治療を受けた方が、廃人のようになって

いることが、うちの従業員としては納得できないところでございます。 

 ですので、八王子市の中で、７０床でも、一生懸命生き抜いて、最先端の医

療を受けた方々が、“安楽の地”というのでしょうか、そういうことができる

病院があることが、看護師さんたちにとって、満足する専門職業人として、寄

り添うことで、最終の看取りのところまでできるような、そこまでの間は、や

はり、ケアミックスというのでしょうか、そういう質というところを、寄り添

うということを大事にして、医療のほうの提供ができないかなというところで、

やらせていただいているので、これから先も、そういう意味で、増床を協議さ

せていただければと思っております。 

 当然、今も地域の医療機関さまとは医療連携を取らせていただいておりまし

て、医療連携の数も結構多くなっておりますので、そのままを続けていこうか

なと思っております。 

 あと、雇用の件に関しては、大々的に募集をしているつもりは、私の中には

ないです。「源泉徴収票を持ってきてください」ということですが、私も当初

担当していましたが、そういうことではなく、ハローワークさんに出している

金額の中で、それ以上出せるだけの余裕はございません。 

 寮もございませんので、そこの補助というところも、それほど、当院では、

７６床の中では、そんなに多くは出してないです。 
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 また、葵会の中のＥＰＡの外国人の看護師に対しても、ここのところ、外国

人の方をお入れするのにも、寄り添える介護をするために、少し教育が必要で

すので、今は少し早めに雇用のほうを進めさせていただいて、教育のほうをし

っかりと、事故のないように、皆さまに迷惑がかからないように、どうにかさ

せていただいていますが、その先は、医師会さまのほうに入らせていただいて、

お勉強の視野も広げさせていただければと思っております。 

 

○田村座長：ほかにいかがでしょうか。どうぞ。 

 

○安藤（東京都病院協会・八王子市医師会）：安藤でございます。私の立場は

３つありまして、東京都病院協会と地区医師会の代表と、八王子市の医療機関

の回復期の代表ということで出席させていただいております。 

 国の大きな政策というのは２つあって、１つは地域医療構想と、もう１つは

地域包括ケアだと思っております。地域医療構想というのがあって、この調整

会議というのがあって、ざっくばらんに話していけるというのは、非常に有意

義ではないかと思っています。 

 東京都病院協会の立場としては、都内の中小民間病院は非常に経営が厳しい

という状況でございます。医療審議会の中でも、県外法人が東京に来て、回復

リハの病床の４分の１とか３分の１ぐらいを取っていってしまうとなると、中

小民間病院で回復期をやりたいところが取れなくなってしまったという事例

が、この中で出ております。 

 地域医療構想の中でも、公立病院と民間病院があった場合は、繰入金が入っ

ている公立病院よりは、入っていない民間病院を優先するというような順位が

あるわけです。 

 東京都病院協会としては、やはり、地元の中小民間病院さんが、優先して、

もし地域の機能を担うとなると、まず、医療と介護は“地産地消”だと思って

いますので、優先するということが大事だと思います。 

 そういう中で、もし地元の中小民間医療機関でもやりきれないということに

関して初めて、他の県からの法人さんを受け入れるというべきではないかとい

うのが、東京都病院協会の姿勢でございます。 
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 そういうことが一つ大事になってくるのではないかと思っております。 

 そういう中で、葵会さんの場合は、南八王子病院さんがもうあるわけですか

ら、いきなり“落下傘”で来るわけではないわけですが、先生方がおっしゃっ

ているのは、そういうベースがあるのであれば、まず、八王子市医師会だけで

はなくて、薬剤師会、歯科医師会もそうですが、多職種連携でもって、よい街

づくりをしていこうというのが、大きな目標でございます。 

 ですので、八王子市の医療機関さんは、皆さん、自分たちの法人だけよけれ

ばというのではなくて、いかに協力し合ってまちづくりをしていくかというこ

とが、大きな課題になっているわけです。 

 そういうふうな姿勢をぜひ理解していただいて、そうであれば、八王子市の

予防接種とか健康診断とか、あるいは、さまざまな防災訓練とか研修会などに、

どんどん参加していただいて、まず、仲間としてのコミュニケーションを取っ

ていっていただくというのが、まず前提ではないかと思います。 

 そういうふうな認識をぜひ確認していただければと思います。 

 そして、できれば、呼吸器もそうですが、八王子市の医療の中で不足してい

る機能というのは、まだまだありますので、そういうところをまた話し合いの

中で行っていっていただくと、さらにいいと思いますので、またお考えいただ

ければと思います。よろしくお願いします。 

 

○田村座長：ありがとうございました。 

 時間もだいぶ経過してまいりましたが、ほかにいかがでしょうか。どうぞ。 

 

○平川副会長：東京都医師会の平川です。 

 今たくさんご意見をいただきました。まずは、葵会の方々にはわざわざ来て

いただいてありがとうございます。 

 でも、これは、すごく大事だと思います。今までは連携がなかったので、話

し合うことでお互いの内容がわかるということで、非常によかったと思ってい

ます。 

 ただ、心情論とか感情論とかを抜きにして、純粋に計画を変更になった部分

についての質問をさせてください。 
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 一つは、今回、大英断だと思いますが、２００床あったものを１５０床に減

少されたということは、私も経営する立場として、病院経営にとっては大変な

ことだと思いますが、実際に、これから建物を建てられるわけですが、その建

物は、２００床の病床の病院を建てられるのか、１５０床の病床の病院を建て

られるのか。そのあたりをお聞きしたいのですが、いかがでしょうか。 

 

○小宮（南八王子病院）：病床自体は１５０床ですが、余裕を持った１５０床

という形になります。 

 

○平川副会長：いや、そうではなくて、２００床分の病院をつくるわけですか。 

 

○小宮（南八王子病院）：２００床分というか、そこまで入るかどうかわから

ないですが、設計のほうでやった、あそこの地域を有効活用するという形での

病院になります。 

 

○平川副会長：とりあえず、１５０床から始めるという感覚で捉えていいので

しょうか。将来は２００床の可能性も高いということでよろしいのでしょうか。 

 

○小宮（南八王子病院）：いや、将来のことはわかりません。その地域の状況

と、先ほど申しましたが、医師会や病院協会さんのお話で、連携しながら、不

足している部分があれば、そういう形でやることがあるかもしれませんが、今

のところは、そういうことはございません。 

 

○平川副会長：確認ですが、２００病床ぐらいのものをつくるということが、

共通認識ということでよろしいのでしょうか。 

 

○石塚（八王子市医師会）：よろしいでしょうか。八王子市医師会の石塚です。 

 その件についてだけお伺いします。私の持っている図面をきょうはお出しに

なっていらっしゃらないですよね。 
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○小宮（南八王子病院）：はい。 

 

○石塚（八王子市医師会）：４階建ての２００床をつくったときの図面と突き

合わせをいたしましたが、全く変わっておりません。４階の病棟は、４床の病

室が１０部屋と個室が２つあって、２部屋は１会議室になっていますが、あと

は全て「倉庫」というふうに書かれています。 

 この「倉庫」というふうに名前が変わっているだけというのは、どのように

考えたらいいのでしょうか。 

 

○渡邉（南八王子病院）：急きょ、理事長との話の中で、十分な説明をするの

に時間がかかりました。建設会社さんとのやり取りの時間が間に合わなかった

ものですから、当初の１２４床の増床にあたっては、職場環境という側面から

見ると、ちょっと厳しいなというところも、垣間見られていまして、例えば、

更衣室であったり、外国人の方を受け入れるにあたっては、宗教的な問題とか、

あと、個々の職員に関するプライベートなことを考えますと、平米数からする

と、２００床はちょっと厳しいのではないかということが、当初からございま

した。 

 ただ、「１２４床で行きましょう」ということだったのですが、今回、いろ

いろな会議を経て、ご理解いただいて、設計図に関しては、ちょっと時間がな

かったものですから、「倉庫」ということにさせていただいたのですが、１５

０床で、あとは職場環境の整備ということで変更のほうを、とりあえず、その

４人部屋の平米数があれば、一人一人というところでのお部屋が確保できるの

かなというふうに思った次第でございます。 

 まだ修正の段階ではあるかと思いますが、とりあえず、５０床分を減らした

というのが事実でございます。 

 

○田村座長：建物の構造についてのご質問もございましたが、ほかにいかがで

しょうか。どうぞ。 

 

○右田敦之（右田病院）：右田病院の右田と申します。 
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 ざっくばらんな会議の場だというふうに伺ったものですから、あとで「ああ

じゃない。こうじゃない」という話になるのは嫌なものですから、率直なとこ

ろをお伺いしたいと思います。 

 葵会さんにとって、この八王子地域というのは、当然、法人の運営をやると

きには、マーケティングリサーチもいろいろかけて、進出されたわけですが、

どういう地域としてこの八王子に病院をおつくりになって、なおかつ、今回、

増床するという考えになられたのでしょうか。 

 私どものように、八王子に長くおりますと、八王子の雰囲気もわかるし、ど

ちらの病院さんがどのようにやっておられるかというのはわかりますが、葵会

さんのように、今回、こういう形で来られた法人さんというのが、どういうふ

うに考えていらっしゃるのか。 

 まして、医師会さんのほうに入っていらっしゃらないというところで、我々

がすごく怖いというか、率直なところ怖いわけです。財力があるし、そういう

面で、みんな戦々恐々しているわけです。これが率直な思いです。  

 八王子の地域というのは、確かに、こういう形で南多摩医療圏で約８００床

の不足病床地域になっていますが、人口当たりの病床数というのは、確かに多

いんですね、南多摩医療圏の中でも。 

 そういう地域なのに、何ゆえに葵会さんという法人が、この八王子に降り立

って、おやりになろうとしているのかということが、素直な疑問としてあるわ

けですが、法人のお考えをお聞かせいただければと思います。 

 

○小宮（南八王子病院）：そうやって当法人のことを怖がられると本当に困る

んですが、何もそういうことは全くございません。いろいろＭ＆Ａとかやるに

しましても、うちのほうからそういう買収をやるとかいうことは一切ございま

せん。 

 先方のほうから、「何とかしてくれないか」というお話があった中で、全て

やっておりますので、八王子に関しましたも、発端におきましては、聖八王子

病院さんの経営者の方から、「何とかお願いします」という形がきっかけでし

た。 
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 どこでもそうでして、ほかの病院さんと協調してやっていきたいという思い

でおりますが、外から見た場合、「葵会は強引で、一方的だ」みたいに思われ

ているか知らないですが、そういった形で見られてしまっているものですから、

なかなかコミュニケーションがうまく取れないという部分がございます。 

 もちろん、こちらにも責任があるわけですが、そういう部分に関しましては、

一切ございませんので、何なりとご意見を拝聴して、私どももできる限り地域

に協力して、やっていきたいと思っておりますので、よろしくお願いいたしま

す。 

 

○渡邉（南八王子病院）：右田先生、ご質問ありがとうございました。 

 私が南八王子病院で一番長い従業員だと思いますが、当初、私は、看護部長

を任されていまして、そのときは個人病院でした。そのころは、掛札啓資とい

う院長先生の名前で登録されていると思います。 

 以前の聖八王子病院のことは、申しわけないです。勉強してなかって、よそ

から聞くばかりで、本当にびっくりしておりますが、私が、医療療養でやりた

いというお話を受けて、掛札という院長先生と始めた当初、急に体調が悪くな

ったということで、都庁さまにも何回も行かれていたようです。 

 その時点で、患者さんが２４床か３０床ぐらいありまして、職員のほうは４

０名近くいましたので、その掛札先生に、「申しわけないのですが、患者さん

と従業員を守るために、どうにかしてください」ということを、泣きながらお

願いをしました。 

 その結果、何年か間を置いて、葵会グループの傘下に、平成２４年に入らせ

ていただいて、患者さんはともかくとして、中の従業員は、安全という面では、

私たちはすごく安心しました。ただ、そのときは、患者さんを安全に守るため

に、先生も確保しなければならないですし、安全にするにはどうしたらいいか

ということしか、その平成２３年のころは、それしか考えていませんでした。 

 そのあと、葵会のグループに入ってからは、白井という立派な院長先生が、

私からの希望で、院長先生をお願いしたいということで、来ていただき、患者

さんも従業員も安全に過ごすことができたと思っております。 
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 ただ、５年ぐらい前から、少し落ち着いてから、地域医療に勉強会もさせて

いただいて、私どもが方向性としてどういうふうに八王子市のほうに参画して、

お手伝いができるかというところでは、小規模過ぎて、ぎりぎりの従業員だっ

たので、そのときは、院長先生の指示に従うということしかできませんでした。 

 ですが、今は、新先生を迎えて、やって、スタートラインというのでしょう

か、そこに立てたのかなということで、これであれば、地域の皆さまにご迷惑

をかけずに運営し、患者さん、従業員全て、安全に過ごすことができるかなと

いうところで、最初はどこの法人ということはわからなかったのですが、すご

くよくしてくれていますので、従業員も今のところは満足はさせていただいて

おります。 

 これからも、安心して、余り周りを無視してということは、私も全然考えて

なく、段階を経て増床していったり、方向性を見極めて運営していくというこ

とにも、やはり、地域の医師会の皆さま、自治体の皆さまの意見を拝聴しなが

らやっていきたいと考えております。 

 

○田村座長：だいぶ時間も経過してまいりました。 

 今の議論の中で、葵会という医療法人と地元の医師会、病院会が、信頼関係

を持ってやっていけるかどうかということについての危惧というのでしょう

か。葵会さんとしては、誠心誠意、そういったことに努めていかれるというこ

とを、繰り返し表明されていらっしゃるわけですが、その辺についての話がど

うしてもたくさん出てきているわけです。 

 それについては、南八王子病院さんが、既に病院があるという状況ですので、

医師会に加入して、その地域の医師会病院の方々といい関係ができるべく、こ

れから努力を重ねていきたいという意思を表明されていらっしゃるというふ

うに理解しましたが、その辺はよろしいわけでございますね。 

 

○新（南八王子病院）：はい。 

 

○田村座長：それで、いろいろ出てきたわけですが、この病床不足という状況

であるかどうかがはっきりわからない中で、非常に力のある葵会さんが病床を
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持つことによって、影響を非常に受けるのではないかということを、地域の病

院の先生方がとても心配しているということが、繰り返し出てきたような気が

いたします。 

 ここに参加しているのは、民間の経営の病院ですので、その中で、競争しな

がら、切磋琢磨をしながら、より優れた医療を提供することによって、患者さ

んも集まるし、職員も集まるといった競争環境が医療の水準を保っているとい

う一面がございます。 

 ですので、葵会さんがそういった努力をすることに対して、それを否定する

という気持ちで発言されてはいないと思いますが、一方で、それが、なりふり

構わぬ強い状況になると、実際に共倒れを起こす可能性が高くなると思われま

す。 

 地域の医療機関は、競争しながらも、協調して、その結果として、地域の方々

に迷惑をかけず、全体としていい仕事をしていこうという、競争と協調のバラ

ンスの中でやっていると思っています。 

 そういったバランスを持ってやっていただけるのか、やはり、実際になると、

“腕力を発揮して”というと言い過ぎかもしれませんが、ほかのところが実際

に圧迫されてしまうと、自分のところの経営が困るというだけではなくて、そ

ういう形で圧迫され過ぎて、経営が立ち行かなくなる医療機関が出てくるよう

ですと、地域の中でも困るわけです。 

 それが、最初の問題の、葵会さんとの協調、協働関係をつくるという意味で、

損なわれてしまうというような問題点が出てきているのではないかと思いま

す。 

 実際に、どういう病院をつくろうかという部分について、一生懸命模索をさ

れながら努力をするということは、どこの病院も一緒だとは思いますが、その

辺について、これからいろいろ検討して頑張るという状況というふうにも受け

取れたわけでございます。 

 今回、病床を得て、病院を刷新して、八王子でやっていきたいということで、

いろいろお考えになって、申請も修正されたりしていらっしゃるわけですが、

きょうのいろいろな議論を経て、病院を開くについて、さらにソフトランディ
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ングを図るというふうな努力をしていただける余地があるかどうか。その辺が

具体的な結論として非常に大事だと思います。 

 この場で、「病床を削減したので、これ以上の配慮は無理だ」というような

話になってしまうのか。「何としても地域の医療機関、病院との協調関係を維

持するために、さらにいろいろ工夫し、努力をして、働きかけをしていく」と

いうお気持ちを持っていらっしゃるのか。 

 その辺が鍵になるかと思うわけですが、いかがお考えでしょうか。 

 

○新（南八王子病院）：田村先生のご質問に対してですが、私どもといたしま

しては、私どものやり方で勝手にやるというつもりは全くございません。 

 私どもの病院運営のやり方というのは、例えば、「明るい環境で、スタッフ

の笑顔で患者さんと接しましょう」という合言葉で、現場をやらせていただい

ております。 

 もちろん、当院も中小の病院ですので、医療設備、機器等においては、周辺

のちょっとした病院さまよりは低いレベルでございますので、そういった部分

で、患者さま、ご家族の安心感をいただくということを目指してやらせていた

だいて、今日に至っております。 

 そういうやり方がもしよろしければ、ぜひ当院を見ていただきまして、先生

方のところでも実行していただければ、さらに成績が上がっていくということ

も考えられますし、あるいは、先生方からご覧になって、「おたく、こんなこ

とをやっていては困るじゃないか」というようなことがあれば、ぜひご指摘い

ただいて、修正をさせていただければと思っております。 

 ですから、私どものできる範囲で、地元の医師会の先生方に協力をさせてい

ただこうと思っておりますので、医師会の先生方の病院から患者さんを取って

しまおうということようなことは、全く思っているわけではございません。 

 私どもが連携をしているという意味は、「もし当院に合った患者さんがいま

したら、ぜひご紹介をお願いします」ということで、声かけをさせていただい

ているのが現実でございまして、それ以外のものではありませんので、その点

はぜひご安心をいただければと思います。 
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○田村座長：どなたかご発言はございますか。どうぞ。 

 

○右田隆之（右田病院）：右田病院も右田でございます。 

 具体的なところをちょっとお伺いしていいのかわかりませんが、南八王子病

院さんは、呼吸器を非常に揃えていて、人工呼吸器に装着されている患者さん

を多く診ているということは、名称が変わった時点から、そういう病院である

という認識を、私は持っています。 

 今回、増床するにあたって、そういった人工呼吸器を装着している患者さん

を拡充して受けるおつもりがあるのかどうかということと、実際に、その需要

ですね。 

 十年ぐらい前は、私どものところでも、人工呼吸器を着けて、療養の段階に

入った患者さんの受け入れ先がなくて困ったときもありますが、実は、最近は

そういうことが余りありません。現在もそういう需要があるのかどうか。どう

いうお考えでおられるのかをお伺いしたいと思います。 

 

○新（南八王子病院）：需要というご質問をいただきましたが、それは、その

ときそのときのニーズに応えられるということが重要だと考えております。 

 ですから、今後も、そういう人だけを集めてということではなくて、そうい

う方も受け入れられる施設としてやらせていただくという意味でございまし

て、そういう管理ができないような施設でお断りになられるような方をいただ

いているというのが現実でございます。 

 ですから、そういった患者さまが、今後、各施設で受け入れが十分行き届く

ようになって、減ってくれば、区分の低い患者さまの受け入れをさせていただ

くということにならざるを得ないと思います。 

 そういう意味では、私どもの施設が決して特殊な施設ということではござい

ませんので、ご理解いただければと思います。 

 

○田村座長：それと、八王子市医師会さんのほうに確認をいただきたいのです

が、今回、葵会さんの病院が医師会に加入して、地域の医療をする仲間として
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認めていただきたい。今までの認識を改めてもらうべく、最大限の努力をした

いというふうな意思表明があったと思います。 

 医師会さん側で、医師会に加入することとか、いろいろな問題について、具

体的にいろいろ考えるというお気持ちを持ってくださっていればいいと思い

ますが、加入については、会長先生の一存ではなかなかできないと思いますの

で、会員の方々を説得して、「スタートラインにつきましょう」というふうに

やってくださるというお気持ちはお持ちと考えてよろしいでしょうか。 

 

○石塚（八王子市医師会）：八王子市医師会で会長をしております石塚でござ

います。 

 それが大変重要なところになってくるんですが、この会議の前に、「調整」

というところですね。「各病院で増床を希望するところは、医師会と調整しな

さい。その上でこの調整会議に書類を出しなさい」という手続きになっていた

と思いますが、それが問題になっていて、私どもはまだ調整をしていないのに、

ここに出てきてしまっているという問題があって、こんなふうにこじれている

ということなんです。 

 私どもとしては、今おっしゃっていたことが全部本当であれば、医師会に入

っていただくことに何ら依存はないと、各会員も思うと考えております。 

 ただ、この件とは全く別件なんですが、八王子は、葵会さんと過去に問題が

発生したことがあります。実は、八王子の駅前のところに医療ビルを建てると

いうお話があって、それがすんなり行けばよかったんですが、最後のところで、

ちゃぶ台をひっくり返して、全てご破算になったということがあって、それは

新聞にも載っています。 

 このときに主に調整をなさったのは八王子市さんで、医師会は、病院ができ

るという話なので、当然、いろいろアドバイスを求められて、孫田先生が会長

のときですが、やっていたという事実がございます。 

 そういうことがあったものですから、葵会さんには、最初から不信感を持っ

ているということがベースにございます。これは、南八王子病院さんにもお話

をいたしまして、院長先生も統括部長さんもご存じなかったことでした。 
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 今お話を伺っていますと、例えば、病床配分希望についての病床の設備計画

のところで、先ほど、統括部長さんから、「夜間の急な受け入れも行いたい」

というお話がありましたが、病床稼働率が９８．６８％という状況の中で、こ

れをどのように両立させるのか。これは至難の業であります。 

 ですから、言っていることと実際が乖離しているところがあるので、にわか

には信じられない部分があります。 

 それから、雇用についても、これは、南八王子病院さんのホームページを印

刷してきたものです。先ほど、ほかの先生からお話がありましたような表現で

はありませんが、「正職員の方は、経験や年齢に応じて前職の給与を考慮して

いただきます」という記載がありまして、これは事実です。 

 さらに、病床の増床の割合が、分母に対して非常に多いということです。ほ

かの病院さんからも希望が出て、私、全部会って、図面も確認していますが、

皆さんは慎重です。２０床とか数十床をやるのに一生懸命やっていらっしゃる

のに、最初、１度に２００床ということでしたので、これは、どう見ても無謀

であると、私たちは考えました。  

 先ほどからお話が出ていますが、慢性期の病床はほぼ足りているということ

で、この間もお話ししましたが、過剰になってきています。ただ、基準病床と

いうことであると、余裕が出てくるというのは確かなんです。 

 私どもが指導するにあたっては、厚生労働省から出されました、平成３０年

２月７日に出ているもので、厚生労働省医政局地域医療計画課長から各都道府

県衛生主管部長あてに出ている、「地域医療構想の進め方について」というも

のに準拠してやっています。 

 また、東京都から出されている「保健医療計画」に沿う形で、病床が足りて

いるところは、なるべくそこは増床しないということで、調整してまいりまし

た。 

 また、先ほどの図面の話もありまして、この会議には出ていないのですが、

調整をしている私のところに持ってきていただいた図面は、先ほど言ったよう

に、ただ名前を変えているだけなんですよ。 
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 ですので、平川先生がおっしゃったように、２００床のものを先につくって

しまって、「１５０床ですよ」ということで、きょうの配分の希望については

書いてあるというだけという見方もできます。 

 ということで、その辺が本当に信頼できるところなのかどうか。そこが見極

められないと、基本的には医師会に入会していただくのは結構で、私どもがそ

ういうお気持ちがあるのであれば、連携して一緒にやっていきたいと考えてお

りますが、この無謀な増床をそのままにして、「はい、どうぞ」というわけに

は、私はちょっとできないと思っております。 

 ですから、座長が先ほどおっしゃったように、「このぐらいなら安全かな」

というようなところまで、もう少しお考えいただいて、その上であれば、もち

ろん、一緒にやっていくということは可能であると考えております。 

 

○田村座長：ありがとうございました。 

 医師会の中に非常に厳しい空気があるというふうな趣旨のご発言であった

と思います。 

 実際に、この調整会議という中で、それぞれ歩み寄れる部分を見つけて、 

どこかいい結論に導くために、最初から交渉の窓口を閉ざしてしまうと話がで

きないと思いましたので、そういう形で、いろいろ葵会さんに対して、最初か

ら扉を閉ざさないけれども、言いたいことがいっぱいあるんだということで、

いろいろお話が出たと思っています。 

 そういう中で、今回、申請を修正して出されてきましたが、その数字で実際

に行けるのかという話と、その設計図面が２００床のときと全然変わっていな

いので、話をそのまま受け取るわけにはいかないというお話もございました。 

 ですから、さらにその辺について、地域の医師会病院とうまくやっていくた

めに、いろいろ努力をしてくださるという余地があれば、引き続き協議をして

いけるかと考えております。 

 私が調整役として非常に心配しておりますのは、完全に話がまとまらないと

いうことで、医師会は扉を閉ざし、葵会さんは葵会さんで独自に行くというこ

とになってしまって、そういうスタートを切りますと、最悪ですよね。 
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 最初のボタンをかけ違えますと、五年たっても十年たっても全くコミュニケ

ーションが取れない医療機関ということになってしまいます。 

 実際、広域医療法人の中で、病院ができて二十年もたっていても、何ら協力

関係ができないというような、非常に不幸な例もありますので、それだけは避

けなければならないのではないかと思うわけです。 

 ですから、きょうは、前回の調整会議では聞けなかったような、忌憚のない、

本音に近いお話が伺えたと思いますので、それをもとに、実際に葵会さんの病

院が既にありますので、それをどういう形でうまく発展させていくのかという

ことについて、粘り強く協議を進めていくというお気持ちがあれば、ここで話

はとまらないで済むかなと思っております。 

 皆さまのほうからほかにございますでしょうか。どうぞ。 

 

○孫田（八王子市医師会）：八王子市医師会の孫田です。 

 ちょっと確認したいと思います。着工と竣工はもう決まっているのでしょう

か。 

 

○小宮（南八王子病院）：今はこういう状態ですので、当初の予定からずれる

可能性はあります。 

 

○田村座長：ほかにいかがでしょうか。どうぞ。 

 

○横山（清智会病院）：清智会病院の横山です。 

 新先生には、以前からお世話になっている私がいます。また、日本医大とい

うところの人脈も、八王子にはたくさんありますので、南八王子病院は大歓迎

という思いは、私どもは持っております。 

 ただ、大事なのは、葵会が東京で、なおかつ、悪い意味ではない保守的な八

王子市医師会の非常に団結したところにお入りになるということに対して、ご

一考いただきたいと思うのです。 

 何が一番大事なのかというと、法人の力でやろうと思っているのではない、

権力や金の力で何とかしようとするのではないということです。そうではなく
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て、これから法人として八王子市に下りるには、新しい感覚で行かないと、葵

会が金と権力で私どもを乱す。まして、八王子市医師会に所属してから、せっ

かく仲のいい３５病院と争いが起きたりすることは、決していいことではない

と、私自身は思います。 

 ですから、法人の方にぜひ覚えていっていただきたいのは、「南八王子病院

は、新先生が院長になられているので、私たちはすごい親しみを、以前よりは

持っています」というグループがたくさんいるということです。 

 でも、法人の姿勢というものが、やはり少し反省というか、私どもに誤解さ

れないようにしていただきたいということです。 

 なお、私の病院だけで申し上げますと、やはりそういった金の力で、私ども

の病院の職員駐車場を無断で買い取ろうとしたということが、現実にあります。 

 以前、南八王子病院が私どもの駐車場を貸してくださいという歴史がありま

して、「どうぞ、お使いください」ということにしました。ところが、それか

ら半年か１年後に、当院が二、三十年借りている駐車場を、お断りもなく、地

主さんと直接交渉を始めたわけです。 

 その地主さんと私は、非常に親交が深かったので、「そういう話が来ました

ので、ここで、お買いになりませんか」という形で、その折に私どもが買わせ

ていただいたということです。 

 これは、西の法人にとっては何も問題がないのかもしれませんが、東の法人

においては、人が長年借りている駐車場を、金の力でそういうことをするとい

うことは、私どもにとっては怖い法人だと思っております。 

 南八王子病院は怖いとは思っていませんで、皆さん、いい方ばかりだと思っ

ておりますが、法人は怖いという事実があるということです。 

 そういうようなこともありますので、八王子市医師会に入るというのであれ

ば、今までの法人の正義というものの中に、本当の正義でないものがあるので

はないかということで、それをまずご検討いただくことが、私ども３５の病院

がウェルカムになっていくためにまず大事ことだろうと思うのです。 

 私たちは、そんな権力なんかを行使していないという形で、これから一年、

二年と進まれていくほうが、八王子市医師会も何となくかたくなな状況がほぐ

れていくのではないかと思っております。 
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 本当にこの時代に、また、八王子という特殊な、非常に団結した医療界に舞

い降りるのであれば、今までとは違う、いい言葉で言えば、西の文化と東の文

化には違いがあるんだということを、ぜひ法人としてお考えいただきたいと思

っております。 

 新先生という、みんなお世話になった恩のある先生が、院長になられたので、

私どもはそれを尊重しなければいけないのですが、法人が変わらなければ、新

先生にご協力はできないというようなことになってしまうので、それは、八王

子市にとっても葵会にとっても、決していいことにならないと思っております

ので、東と何が違うのかということを、法人としてぜひご検討いただいて、数

年かけて、私たちの医師会にお入りいただければありがたいと思います。 

 ぜひそれをお願いしたいと思います。南八王子病院は、新先生がいる限り、

私たちはウェルカムでございますが、葵会が怖いという印象をぬぐい去らない

といけないだろうと思います。 

 仲良くやっていきたいので、今敢えて申し上げているということですので、

これをどう法人が処理していただけるかが、非常に大事な鍵だろうと思います

ので、よろしくお願いします。 

 

○田村座長：ほかにいかがでしょうか。どうぞ。 

 

○堀米（三愛病院）：三愛病院の堀米です。 

 非常にとっぴな話ですが、かねてからご提案申し上げていたことです。それ

は、跡地を買収されて、ある程度の計画が進んでいる中で、「それを元に戻し

なさい」ということは、現実的な話じゃないだろうと考えています。 

 そこで、提案ですが、「予防医学」ということが、今非常に重きを置かれて

いますので、そういう意味で、病院という形ではなくて、予防医学の方面に、

例えば、スポーツジムみたいなものですが、そういう方向に転換できないかと

いうことを、一つの提案として申し上げたいと思いますので、よろしくご検討

のほどお願いいたします。 

 

○田村座長：ほかにいかがでしょうか。土谷先生、どうぞ。 
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○土谷理事：東京都医師会の土谷と申します。 

 時間も長くなっていますので、手短にお話ししたいと思います。 

 こういう会議において合意形成に至るにはどうするべきかということがあ

りますが、大事なこととして、一つは誠実さということであると思っています。 

 その中で、２点考えていただきたいと思うことがあります。１つは、今回の

葵会さんの計画の中で、言葉尻を捉えるわけではないのですが、病床について、

１５０床とうたってはいますが、２００床の建物を建てるというのは、そうな

んだろうなとは思っています。 

 それに関して、「今回は間に合いませんでした」ということなんですが、で

は、間に合ったら図面は引き直すのか。そういうふうな点をどうしても考えて

しまうわけです。 

 もう１つは、看護師の募集についてです。先ほどのお話では、「自分たちは

内部で全うしていきたい」というニュアンスがありましたが、ホームページを

見ると、明らかに近くの病院からも募集できるような状態になっているという

ことです。 

 そういったことをかんがみると、誠実であるのかと言われると、私たちから

見ると、不誠実な面を感じてしまうのではないかと思います。 

 これは、私たち医師会、病院だけではなくて、それ以上に、患者さんや家族

に対して、私たちにこういう態度であれば、患者さんや家族に対してより誠実

な対応をしてもらえるのだろうかということを、危惧するところです。 

 私から望むのは、より一層誠実な話し合いが、今後も続けられればいいので

はないかということですので、よろしくお願いいたします。 

 

○田村座長：ありがとうございました。 

 長い時間かけていろいろ出てきました。実際に、いろいろな方のいろいろな

思いを聞いていただけたということで、意義があったと思います。 

 実際に、今後前に進んでいくときに、とにかく、「新しいことを一切やって

もらっては困る」ということになると、この先話ができなくなってしまうわけ

ですが、むしろ、既にいろいろ準備も進めていらっしゃる中で、さらに一層、
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どうしたらこの地域の中で、協働しながら、協調しながら、病院を運営してい

けるかという観点で、さらに、地元の医療機関と協議をして、いろいろな観点

でのすり合わせといったものを、ぜひやっていただきたいと思います。 

 地元の医師会も病院も、「とにかく、話にならん」ということですと、本当

にここで話が終わってしまいますが、そうではなくて、いろいろ厳しい話がた

くさん出てきましたが、そういう持っていた思いを吐き出したあとというのは、

どうしたら現実的な妥協点ができるかということで、“大人の智恵”というも

のが出てくる余地があると思っています。 

 きょうの話の中で、結論として、さらに葵会さんとして、地元との協調がで

きるように、いろいろ考えて努力をしていただければ、話が前に進む余地があ

るなというふうに思うわけであります。 

 その辺について、「もうこれが最後で、それ以上は無理です」と言われてし

まうと、ここで話が終わってしまいますので、今後どうでしょう。さらにいろ

いろ協議とすり合わせをしてくださる余地というものはあると考えてよろし

いでしょうか。 

 

○新（南八王子病院）：私が申し上げる立場ではないかもしれませんが、きょ

う、「その話のとおりではないようなにおいがしますよ」というようなお話を

いろいろいただきました。 

 ただ、その中で、例えば、設計図のことは、とても時間がなくて、早急に手

を加えたものだけをお届けしたという次第でございまして、当然、実際に着工

するまでには、書き替えがなされると思っております。 

 私が図面を指示したわけではありませんので、その点については、何とも申

し上げることはできませんが、当初、これだけの土地をお分けいただくことが

できたからということで、法人のほうで、どれだけのものが入れられるかとい

う視点で、２００という数字が出てきたのだろうと思っております。 

 そのときに私が参加していたわけではございませんが、そのように感じてい

た次第でありまして、「２００やれ」と言われても、現場は本当に大変なわけ

です。 
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 ですから、前回の会議のときにも、「段階的に増やされたらどうか」という

ご意見もありましたが、私どもは、スペースをいただいたので、法人に対して、

「これを１００にしてしまいますよ」ということは、とても言いにくいわけで

す。 

 ですので、今度、「１５０で」ということでいただけるのであれば、それは、

２年以上かけて１５０まで持っていくというようなことで、先生方がその土地

を監督していただいて、「これなら行けるのではないか」ということであれば、

そこまで広げるということをやらせていただければ、大変ありがたいと思いま

す。 

 あるいは、こちらがどこまで減らしたらいいかというのは、私の立場として

はやりにくいわけでして、当初の２００というのは、無謀な数だったと思いま

すが、結果的に２００になるのであって、１２０の増床のところを５０減らさ

せていただくということは、法人の中でいろいろ努力していただいたのだと思

います。 

 それを一気に、さらにもう３０減らすとかを、もし提案していただけるので

あれば、それをもとに、法人内で検討するということがやりやすくなりますの

で、もし先生方の中で、「おたくの法人はこのほうがいいだろう」ということ

であれば、たたき台としてご提案いただくというのも、一つの方策だと思いま

す。 

 ただ、私の立場としては、なかなか申し上げにくいので、それは、先ほど、

孫田先生から、「院長の権限はどれだけあるのか」というご質問をいただきま

したが、私は経営者ではなくて、現場をお預かりしているだけでございますの

で、病院の運営ということに関しては、私の判断でやらせていただけますが、

その最終の部分は、法人マターになるということだと思います。 

 いろいろ至らないところがあって、申しわけないと思っておりますが、そこ

のところをご勘案いただければと思います。 

 

○田村座長：平川先生、どうぞ。 
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○平川副会長：今度は、東京都医師会副会長の立場で少しお話ししたいと思い

ます。 

 きょう、こういう会を開いていますが、こういう分科会を開くということは、

ほかの地域ではなかったことだと思います。それだけ八王子は一生懸命だとい

うことを、ぜひご理解いただきたいと思います。 

 排除するために集まったわけではなくて、どうやって協調していくかという

ことです。先々、一緒に仕事をしていくわけですから、そのためにこの中で、

「そうか。結構話がわかるじゃないか」ということをつくりたかったのですが、 

きょうのお話を伺う限りは、個人的な感想ですが、ちょっと八王子と感覚が違

うなというところを、たぶん皆さんお持ちだろうと思います。 

 前回お話ししたときに、「葵会はホワイトナイトだ。苦しい病院を救ってい

るんだ」というお話しでしたが、ホワイトナイトはそういう意味なのかと思い

ました。その辺のニュアンスがちょっと違うと思います。 

 先ほどの川崎の病院のことについては、「外国人医療に対して一石を投じた」

というお話でしたが、「うまいことを言うな」と思いました。そのために、川

崎市医師会も神奈川県医師会も大変なめにあったということで、迷惑をかけて

いるわけですが、「一石を投じた」ということでは、大きな法人は考え方がす

ばらしいなと思いました。 

 ただ、八王子でそれを振りかざしてしまうと、やっぱり、中小の仲間たちと

いうのは、そういうのは余り好きじゃないですよ、申しわけないけれども。 

 あなた方はそう思うかもしれないけれども、僕たちはずっと積み重なってき

たことがありますので、今後、こういう会をまたやるときには、うまくやって

ほしいなというのが、東京都医師会の立場として思います。 

 地域、地域の考え方がありますから、大上段に構えられてしまうと、先ほど

の横山先生のお話のように、「法人はちょっと嫌だよ」ということがどんどん

つくられてしまうと、それはまずいですので、うまくやっていただきたいと思

います。 

 先ほど、八王子医師会への入会の話が出ましたが、八王子市医師会は門戸は

広いです。ウェルカムです。ただし、会員の意見も聞かなければいけないし、

地域の先生方の意見も聞かないと、八王子市医師会の意味がありませんので、
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そういう手続きを石塚会長は進めていくと思いますので、そのときに、地域の

先生方とうまくやっていただき、胸襟を開いて、会長が進めていきやすいよう

な仕組みを、ぜひつくってほしいと思います。 

 それから、あと、具体的にいくつか変えていくことになるかと思いますが、

例えば、先ほどの設計図の問題は、もちろんそうですよね。急きょ５０減らし

ましたから、図面的には間に合わないと思いますが、少なくとも、「将来２０

０床を考えているんだな」ということが見え見えになるような形はやめていた

だいて、「１５０床までできちんとやっていきたい」という図面に、早々につ

くり替えていただくということは、条件としてよろしいですよね。当然、今１

５０床でやると言われているわけですから。 

 あと、それ以外にも、「介護医療院にしようか」とか「老健にしようか」と

いうことがあるかもしれませんが、そのあたりについても、地元医師会と連携

を深めて、同意を得ながら、もちろん、東京都さんや八王子市さんも含めて、

当たり前のことですが、きちんと協調してやっていただきたいと思います。 

 以上のようなことで、図面については早急に、粗々で構いませんから、「１

５０床の病院を考えている」ということで、しかも、新先生が先ほどおっしゃ

ったように、「段階的に上げていく」というようにしていただきたいと思いま

す。 

 これを反故にされてしまうと、先ほどのちゃぶ台返しになってしまいますか

ら、ぜひその辺をきちんとやってほしいと思っています。本当に、この話をま

とめたいと思っておりますので、よろしくお願いします。 

 それから、求人の問題についても、これを見ると、できるのかなというよう

な、すばらしいことが書いてありますが、ホームページとか求人広告について

は、早急に改めていただいて、無理なら無理と言っていただきたいと思います。 

 「そうは言ったけれども、やっぱり、それは厳しいんだ」と言ってもらった

ほうがいいと思いますし、やっておきながら、「やってない」ということは、

非常にまずいと思います。 

 その２点については、東京都医師会として、これを進めていくために、八王

子市医師会が動きやすくするためにも、八王子市医師会の役員の先生方が会員

を説得するためにも、図面の問題と求人については、明らかにわかる形で、早
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急に変えていただいて、八王子市医師会の議論が進むようにしていただきたい

と思います。 

 石塚先生、それでよろしいですね。 

 

○石塚（八王子市医師会）：１５０床というのが、何かもう一人歩きしてしま

っていますが、ここは、もう一度考え直していただいた上で、図面を引いてい

ただいたほうが、私はよろしいと思います。 

 

○田村座長：図面の話と、ほかの付属的な話がありましたが、新先生のご発言

の中で、「実際に八王子医師会の側から、こういうふうにしてくれればいいと

いうお話があれば、それに対応する余地がある」というふうな形で、私は今受

け取りました。 

 その中には、実際に１５０床ということで、２００を１５０に下げましたが、

その辺も含めて、地元からのいろいろな提案に対して、受けとめていただき、

再考する余地があるというふうに受け取ってよろしいでしょうか。 

 

○新（南八王子病院）：「現場の立場からは、枠を決める決定権はないわけです

が、お預かりした中での運用の仕方は、医師会の先生方のご指導に沿ってやっ

ていくことは可能です」ということを、お約束させていただきました。 

 ですから、「１５０でもいけない」というお考えであれば、地元の医師会と

しては、例えば、「１３０にしろ。それなら何とか折り合うよ」というレベル

であれば、それをいただいて、検討させていただいて、「では、１４０でお願

いできないか」と言うかもしれませんが、そういう歩み寄りというのは、余地

があるのではないかというふうにご理解いただければありがたいと思います。 

 

○田村座長：法人のほうも、基本的にそういう形でいろいろ、粘り強く交渉す

るということでよろしいのでしょうか。 

 

○小宮（南八王子病院）：ここで、病床について、私の一存でどうこうという

ことは言えません。経営的な部分もございまして、今回は、特に、移転、新築
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という部分がありますので、そうしたところも加味した形で考えている部分も

ございます。 

 ですので、私は、この場では、何とも答えられないのですが、戻りましてか

ら、上席のほうにも相談したいと思っております。 

 

○田村座長：平川先生のほうから、「具体的に話をとめるだけではなくて、ど

うしたらうまくやってもらえるかということを話し合いましょう」というご提

案もありましたので、その道を封じないためにも、その辺を含めて、修正の申

請を出されましたが、さらにいろいろ協議をして、結論を近づけるということ

をしていただければよろしいかなと思う次第であります。 

 ここでもう一度まとめ直しても仕方がない部分がございますが、大事なこと

は、医師会も葵会さんのほうも、いい合意点を探って、今後も努力をしたいと

いうお気持ちがあるということが確認できたというふうに、きょうの会議の成

果を認めたいと思いますが、それでよろしいでしょうか。 

 

○石塚（八王子市医師会）：はい。 

 

○新（南八王子病院）：はい。 

 

○田村座長：では、そういうことで、長時間にわたりいろいろご意見をいただ

き、関係者の方々もお付き合いいただき、ありがとうございました。 

 それでは、最後に、八王子市からもいらしていますので、何かご発言いただ

ければと思います。よろしくお願いします。 

 

○古川（八王子市）：八王子市の医療保険部長の古川でございます。 

 先生方がおっしゃった意見ですとか、座長の田村先生がおっしゃった意見と、

本当に重なるところがありますが、市としては、葵会さんが病院を建てられる

場合は、当たり前のことですが、地域医療の推進にぜひ協力していただきたい

と思っております。 
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 そのためには、救急とか災害医療、予防接種などを担っていただいている、

地域医療の核であります八王子市医師会と、十分に協議していただきたいとい

うことを、私からも重ねてお願いしたいところでございます。 

 それができないと、葵会さんがご説明になっているように、「地域医療に貢

献していきたい」ということをおっしゃっていただいていますが、医師会との

信頼関係が構築できないと、そこはなかなか難しいかと、私どもも思っている

ところです。 

 地域の方々にも信頼が得られるような病院に、ぜひなってほしいという思い

もございますし、地域包括ケアを支えていただく側になっていただきたいと思

っていますので、今後とも十分に協議していただければと思います。 

 

○田村座長：ありがとうございました。 

 それでは、申請者の南八王子病院さんは、きょうの議論を踏まえた上でのご

対応をお願いいたします。また、八王子市医師会も、それを踏まえた上でのご

対応をしていただければありがたいと思います。 

 それでは、事務局にお返ししたいと思います。 

 

 

３．閉 会  

○千葉課長：田村先生、ありがとうございました。 

 最後に、事務局より事務連絡を１点だけ申し上げさせていただきます。 

 本日の分科会の議事録でございますが、冒頭でご説明いたしましたとおり、

本会議は公開となっておりまして、議事録につきましては、後日、東京都福祉

保健局のホームページで公開させていただく予定となっておりますので、ご了

解をよろしくお願いいたします。 

 それでは、これをもちまして、本日の分科会を終了させていただきます。長

時間にわたりご議論いただき、大変ありがとうございました。 

                                （了） 


